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青
森
県
六
ヶ
所
村
、
茨
城

県
東
海
村
の
両
再
処
理
工
場

に
溜
ま
っ
て
い
る
『
高
レ
ベ

ル
放
射
性
廃
液
（
高
放
射
性
廃

液
と
も
い
う
）
』
は
、「
一
滴
で

一
・
三
～
一
・
六
億
ベ
ク
レ

ル
（
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
）
」
も

の
放
射
能
を
持
つ
危
険
な
液

体
で
す
。
こ
の
液
体
が
六
ヶ

所
に
は
約
二
〇
〇
立
方
㍍
、

東
海
に
は
約
四
〇
〇
立
方
㍍

も
あ
り
、
環
境
に
漏
れ
出
せ

ば
想
像
を
絶
す
る
巨
大
な
事

故
と
な
り
ま
す
。
今
回
私
達

は
、
こ
の
溜
ま
っ
て
い
る
「
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
」
は
「
液

体
状
で
は
危
険
で
あ
る
。
早

急
に
ガ
ラ
ス
固
化
す
る
べ

き
」
と
訴
え
、
政
府
へ
質
問
・

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

二
月
二
七
日
、
参
議
院
議

員
会
館
に
お
い
て
、『
再
処
理

工
場
の
危
機
的
状
況
か
ら
の

脱
出
策
』
を
市
民
と
政
府
担

当
者
が
共
に
考
え
る
意
見
交

換
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

出
席
し
た
省
庁
担
当
者
二

〇
人
か
ら
の
回
答
を
聞
き
、

市
民
約
四
〇
人
と
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

主
要
な
テ
ー
マ
に
焦
点
を

当
て
て
報
告
し
ま
す
。

再
処
理
関
連
省
庁
担
当
者
と
市
民
の

意
見
交
換
会

（
報
告
・
そ
の
１
）

去
る
二
月
二
〇
日
朝
八
時
四
〇
分
こ

ろ
青
森
県
三
沢
の
米
軍
基
地
を
飛
び
立

っ
た
Ｆ
１
６
戦
闘
機
の
エ
ン
ジ
ン
付
近

か
ら
出
火
。
主
翼
下
の
燃
料
タ
ン
ク
二
本

を
小
川
原
湖
に
投
棄
し
た
う
え
、
同
基
地

に
緊
急
着
陸
し
た
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
含
め

て
怪
我
人
は
な
か
っ
た
。
小
川
原
湖
に
は

約
十
隻
の
シ
ジ
ミ
漁
船
が
操
業
し
て
い

た
。

（
朝
日
新
聞
二
月
二
一
日
版
）
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０

０

０

０

０

０

０

三
沢
基
地
か
ら
北
方
約
三
〇
キ
ロ
に
六

ヶ
所
再
処
理
工
場
が
あ
り
、
国
家
石
油
備
蓄

基
地
の
タ
ン
ク
群
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
戦
闘

機
は
た
っ
た
三
分
間
ほ
ど
の
飛
行
で
基
地

に
戻
り
着
陸
し
ま
し
た
。
も
し
再
処
理
工
場

や
石
油
備
蓄
基
地
に
被
害
を
与
え
る
事
故

で
あ
っ
た
な
ら
深
刻
な
事
態
に
至
り
ま
す
。

本
紙
の
今
回
の
記
事
の
よ
う
に
、
同
再
処

理
工
場
が
貯
蔵
し
て
い
る
高
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
液
は
、
福
島
事
故
で
放
出
し
た
放
射
能

の
約
三
五
倍
（
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
）
も
の
多
量

の
放
射
能
を
含
み
ま
す
。

再
処
理
工
場
に
反
対
し
て
来
た
私
達
は
、

深
刻
な
恐
怖
を
覚
え
ま
し
た
。
（
編
集
部
）

『三沢米軍燃料タンク投棄事故』

《私達が２７日の院内集会で

追加提示した資料》から

飛行航跡は推定加筆



《
私
達
が
提
示
し
た
資
料
》

『貯
蔵
廃
液
の
量
と
放
射
能
』

東
海
再
処
理
工
場
の

ガ
ラ
ス
溶
融
炉
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か

回
答
（要
旨
）

原
子
力
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ

Ａ
Ｅ
Ａ
）
ガ
ラ
ス
固
化
技
術

開
発
部
担
当
者

◇
新
た
に
五
九
本
製
造

平
成
四
〇
（
二
〇
二
八
）

年
ま
で
に
す
べ
て
の
高
レ

ベ
ル
廃
液
を
ガ
ラ
ス
固
化

体
に
す
る
。
平
成
二
八
年

一
月
か
ら
現
在
ま
で
に
廃

液
を
約
三
四
立
方
㍍
処
理

し
、
五
九
本
の
ガ
ラ
ス
固
化

体
を
製
造
し
た
。
平
成
三
〇

年
一
月
三
一
日
で

廃
液
残

量
は
三
三
七
立
方
㍍
。

計

画
で
は
一
〇
〇
本
作
る
予

定
で
あ
っ
た
が
五
九
本
に

と
ど
ま
っ
た
理
由
は
、

溶

融
炉
そ
の
も
の
の
欠
陥
で

は
な
く
、
付
帯
す
る
機
器
に

よ
る
。
白
金
属
の
堆
積
抑
制

に
つ
い
て
は
計
画
的
更
新

と
運
転
の
改
良
に
よ
る
対

策
を
立
て
て
推
進
し
て
ゆ

く
。

◇
白
金
族
問
題
は
『
炉
底

低
温
運
転
』
で
解
決
す
る

ト
ラ
ブ
ル
解
消
方
法
と

し
て
、
溶
融
炉
の
底
部
の
ガ

ラ
ス
の
温
度
を
低
温
に
維

持
す
る
こ
と
で
ガ
ラ
ス
の

粘
性
を
増
加
さ
せ
白
金
族

元
素
の
沈
降
を
抑
制
す
る

「
炉
底
低
温
運
転
」
を
行
う
。

そ
の
後
炉
底
か
ら
ガ
ラ

ス
を
抜
き
出
す
際
に
、
短
時

間
で
炉
底
の
ガ
ラ
ス
を
加

熱
し
白
金
族
元
素
を
ガ
ラ

ス
と
一
緒
に
抜
き
出
す
と

い
う
方
法
を
と
る
。
ま
た
、

運
転
に
と
も
な
っ
て
白
金

族
元
素
が
徐
々
に
溶
融
炉

内
に
堆
積
す
る
が
、
溶
融
炉

の
運
転
に
影
響
が
生
ず
る

ま
え
に
電
極
間
の
抵
抗
値

に
よ
り
白
金
族
元
素
の
堆

積
を
検
知
し
、
運
転
管
理
す

る
。
さ
ら
に
、
定
期
的
に
炉

面
洗
浄
を
行
う
。

◇
ジ
ュ
ー
ル
熱
方
式
で
行
く

Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
原
燃
は
、
ジ

ュ
ー
ル
熱
方
式
（
Ｌ
Ｆ
Ｃ
Ｍ

方
式
）
に
よ
っ
て
ガ
ラ
ス
固

化
体
を
安
全
に
進
め
て
き

た
実
績
が
有
り
、
Ａ
Ｖ
Ｍ
方

式
は
海
外
に
於
い
て
実
績

が
あ
る
。
方
式
を
変
え
る
に

は
新
規
施
設
が
必
要
と
な

り
、
運
転
員
の
新
た
な
養
成

も
必
要
で
あ
る
。
総
合
的
に

考
え
る
と
今
後
も
、
今
採
っ

て
い
る
方
式
に
よ
っ
て
進

め
る
事
が
、
安
全
に
、
早
期

に
ガ
ラ
ス
固
化
が
進
め
ら

れ
る
と
考
え
て
い
る
。

《
私
達
が
提
示
し
た
資
料
》

『
ガ
ラ
ス
溶
融
炉
』

（
説
明
）
日
本
で
採
用
し
て

い
る
「
ジ
ュ
ー
ル
熱
方
式
」

（
Ｌ
Ｆ
Ｃ
Ｍ
方
式
）
は
、
炉

内
に
電
極
を
設
け
ガ
ラ
ス
粉

末
と
廃
液
に
電
流
を
流
し
高

温
を
得
て
熔
融
混
合
さ
せ
る
。

白
金
族
元
素
が
あ
る
と
電
流

が
直
通
し
温
度
が
思
い
通
り

上
が
ら
な
い
欠
陥
が
あ
る
。

英
仏
の
方
式
は
高
周
波
に
よ

る
誘
導
加
熱
の
方
式
（
Ａ
Ｖ

Ｍ
方
式
）。

市
民
側
か
ら
の
再
質
問

や
意
見
（要
旨
）

市
民
（
茨
城
）

ガ
ラ
ス
固
化
終
了
が
二
〇

二
八
年
で
は
遅
い

東
海
再
処
理
工
場
は
三
〇

年
運
転
し
一
〇
年
放
置
し
、

廃
炉
に
す
る
に
は
こ
れ
か
ら

七
〇
年
も
か
か
る
と
い
う
。

ガ
ラ
ス
固
化
だ
け
で
も
あ
と

一
〇
年
か
か
る
。
当
初
そ
の

よ
う
な
説
明
は
全
く
な
か
っ

た
。
こ
の
先
も
事
故
の
心
配

が
続
く
。
住
民
は
憤
り
で
い

っ
ぱ
い
だ
。
ガ
ラ
ス
固
化
体

の
保
管
も
大
丈
夫
か
。

Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
担
当
者
回
答

保
管
は
六
三
〇
体
ま
で
出

来
、
現
在
三
〇
六
体
保
管
し

て
い
る
。
こ
れ
に
四
二
〇
体

製
造
さ
れ
る
と
保
管
容
量
が

超
え
る
自
治
体
と
相
談
し
な

が
ら
進
め
る
。
固
化
体
は
放

射
能
が
あ
り
崩
壊
熱
を
発
す

る
。
現
在
空
気
に
よ
る
強
制

冷
却
を
し
て
い
る
が

今
後

自
然
空
冷
と
し
て
行
く
。

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
審
査

三
年
延
期
の
間
の

ガ
ラ
ス
固
化

回
答
（要
旨
）

原
子
力
規
制
庁
核
燃
料
審

査
グ
ル
ー
プ
担
当
者

新
規
制
基
準
審
査
は

竣

工
を
三
年
延
期
し
て
進
め

る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

現
在
、
申
請
さ
れ
て
い
る
再

処
理
工
場
の
一
連
の
適
合

性
審
査
を
行
な
っ
て
い
る
。

ガ
ラ
ス
固
化
の
み
早
め
る

こ
と
は
出
来
な
い
。
今
は

冷
却
機
能
を
確
保
し
て
行

く
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。

《
私
達
が
提
示
し
た
資
料
》

『
ウ
ラ
ル
の
核
惨
事
』

（
説
明
）
一
九
五
七
年
九
月

に
ロ
シ
ア
マ
ヤ
ー
ク
再
処
理

工
場
の
廃
液
タ
ン
ク
が
爆
発

し
、
強
烈
な
放
射
能
が
放
出

し
広
範
囲
に
汚
染
さ
れ
た
。

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０

の
汚

染
は
約
二
〇
〇
㌔
に
渡
っ
て

帯
状
に
広
が
り
住
民
が
住
め

な
い
地
域
と
な
っ
た
。
ソ
連

崩
壊
後
に
詳
細
が
報
ぜ
ら
れ

た
。
こ
の
よ
う
な
事
故
を
教

訓
に
、
高
レ
ベ
ル
廃
液
は
速

や
か
に
ガ
ラ
ス
固
化
し
大
事

故
を
未
然
に
避
け
る
べ
き
だ
。

こ
れ
だ
け
は
聞
き
た
い

質
問
１

東
海
再
処
理
工
場
の

高
放
射
性
廃
液
の
ガ
ラ

ス
固
化
は
ど
こ
ま
で
進

ん
だ
の
か
？
暗
礁
に
乗

り
上
げ
て
い
る
ジ
ュ
ー

ル
熱
方
式
（
Ｌ
Ｆ
Ｃ
Ｍ

方
式
）
は
や
め
て

英

仏
式
の
キ
ル
ン
誘
導
加

熱
方
式
（
Ａ
Ｖ
Ｍ
方
式
）

に
変
更
し
て
は
ど
う

か
？

議
論
の
前
提
と
し
て
の

高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
液
の
数
値
で
す
。

（
政
府
・
事
業
者
公
表
デ
ー
タ
）

六ヶ所再処理工場(2013.4 現在）

約５２京ベクレル・２０２ｍ３

◇広島原爆の死の灰の 約５８００倍

◇福島原発事故の放出量の 約３５倍

東海再処理工場(2013.2.1 現在)

約１２０京ベクレル・３９４ｍ３

◇広島原爆死の灰の 約１万３３００倍

◇福島原発事故放出量の 約８０倍

（注）セシウム１３７で比較

こ
れ
だ
け
は
聞
き
た
い

質
問
２

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
は
竣

工
が
三
年
延
期
と
な
っ
た
。

こ
の
三
年
の
間
に
、
ま
ず
、

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
を

ガ
ラ
ス
固
化
体
に
し
て
し

ま
う
べ
き
だ
。


